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初唐
の王績は
、
主に
陶淵明に
あやか
っ
て詩
文を制
作した
とさ
れてい
るが
、
王練
の詩
文に対す
る評
価は
、
王績詩は淵
明詩に
は及
ばない
、
とい
うも
のが多
数を占
めている
。
例え
(l) 
ば眉
鋏氏は
「咀為他過的是比較宮裕
的生活
、
封子
現賓的態
度是消極的成分居多
、
鋏乏陶詩積極的理想
和熱情。
所謂成
就不高
（彼
は
比較的裕
福な生活を送
った
ので
、
現実
に対す
る態
度には
消極的部分が
多く
、
淵明
詩の
ような理
想や熱
情
に欠ける
ところ
がある
。
それゆ
え彼
の詩
文
の成果は高
いも
のではない
）」
と述べ
ている
。
確か
に王
績
の境遇は淵
明
の
(2) 
それと
は異なり
「奴婢敷人
、
足以
應役
（奴婢敷
人に
して
、
以て
役に應
ずる
に足る
）」
とあるよう
な 、
一定
の裕
福さ
の
中にあ
った
。
しかし
、
彼が裕
福であ
るが故に現
実に対する
理想
がない
、
あるいはそ
のために
彼の
詩
文が淵明ほ
どの
切
はじめに
王績
「古意
」
六首考
実さを有
していな
いとみ
るなら
ば 、
それは早
急な見
解であ(3) 
ろう
。
実際
に王績の詩
中には
「明網思侍詔
、
學剣見封
侯
（純
もと
を明
らかにし
て侍詔を
思い
、
剣を學び
て封侯を覚む
）」
と
あるように
、
彼
の眼
前に
ある
現実
、
すなわ
ち官僚
世界
に対
する視
座が
確か
に存
在し
ている
。
本稿
は王
練のそのよ
うな
現実
に対す
る認
識を起
点と
して
、
隠遁者と
して
の自己
I
対社
会的
な自己
がー獲得
されてい
く過程を
「古意」
六首
(4) 
の連
作構
造の
うちに見
出そう
とするも
の
である
。
王績
「古意」
六首を解釈す
る上
で
、
まずは詩
題
の
「古意」
(5) 
について
触れ
なく
てはならない
。
「古意」
と題された詩は
すで
に劉
宋期か
ら見られ
、
『文選』
にも
徐俳
□ 出
鵬酬到長
史朱登浪邪城詩
」、
サ 氾
雲
旦 辺
嬰贈王
中書」
等の
詩が
採られ
ている
。
徐俳詩
の題
下注
で呂
向は
「古意
作古詩之意也
（古
加藤文彬
(57) 
幽人在何所紫巖有仙躙月下横賓琴此外将安欲
05材
抽繹山幹
意は古
詩の
意を作
すなり
）」
とする
様に
、
「古意」
とは古
詩
の意図を
そ
の詩
的世
界にあらため
て示す営み
のことで
ある
。
康金聟
・
夏連保氏
『王
績集編年校注』
（山西人民出版社
、
一九
九二。
以下
『編年校注』
と略す
）
も詩題
の
「古意」
を
「内容較為廣迂
、
率多託古喩今之作
（内
容は
いささか
広汎
であ
って
、
そ
の大部
分は古に託し
て今現
在を喩え
るも
ので
ある
）」
とする
。
ただ
し王練
「古意」
詩の
「古」
が具
体的
に何を指し
ているの
か
、
そして
「古」
に対し
て彼
がど
のよ
うな視
座を有し
てい
たか
は明
確
にされては
いない
。
「古意」
其
一は
「幽人在何所
（幽人何れ
の所に
か在らん）
」
と詠い始
めるので
あ
るが
、
そもそも
「古意」
を詠じ
る際に
何故
「幽人」
の語か
ら詠出す
る必
要が
あ
った
のか
。
そこで
本節
では
「幽人」
が如何な
る特
質を持
つもので
ある
のか
、
そして
それ
が其
一
に於い
てど
の
よう
に表
現され
ているの
か
とい
う二点
を中心
に考
察す
る。
幽人
何れ
の所にか在らん
紫巖
仙躙有り
月下に賓琴を横た
う
はた
此の
外に将
安れ
をか欲せ
ん
材は應
山
の幹
を抽き
徽貼崖丘
至
漆抱蚊龍唇絲纏鳳凰足前弾廣陵罷
10後
以明光績
百金
買一
聟
千金
博一
曲
世無鍾子期誰知心所
闊
徽は真
丘
の玉を
貼す
漆は鮫
龍
の唇を抱き
絲は鳳
凰
の足
を纏う
前に廣
陵を
弾き
て罷め
後に明
光を以て績ぐ
百金
一磐
を買い
千金
一曲
を博う
世に鍾子
期無く
して
誰か
知らん心
の陽する所を
〈
「古意」
其一
〉
第一
旬
「幽人」
につ
いて
は
今場正芙氏が指
摘する様に
、
(6) 
王績
自身
の仮
託とし
て捉
えるこ
とが可
能で
ある
。
ただし
、
王績
の
語る自己は
よりい
っ
そう複
雑性を帯び
ている
。(7) 
そもそも
「幽人」
の語は
『易純』
に基づ
く語であり
、
六
朝期に
於い
ては隠
遁者
の
理想像と
して
詠じら
れるも
ので
あ
(8) 
った
。
「古意」
其一
初旬
の発間
「幽人在何所
」
に対し
ては
、
「紫巖有仙躙
」
として
、
幽人
の痕
跡を
述べ
ることで
その
存
在が示唆さ
れている
。
ではそ
の様な
「幽人」
を
「幽人」
た
らしめるも
のは
何か。
それ
は第三旬に詠
出さ
れる
「賓琴」
である
。
「賓琴」
は繹山
の幹を材と
し
、
琴節
に罠
裔の玉を
(58) 
用いてきらびやかに
装飾
されており、
廣陵散、
楚明
光
とい
う琴
曲
の演
奏に
用いられる。
廣陵散は
岱康
が処
刑
の寸
前に
(9) 
弾いたとされる
曲であり、
楚明
光
も同じく
愁康
の弾いたと
(10) 
される
琴曲
である。
ここに於いて、
廣陵散・楚
明光
を弾く
「幽
人」の
姿は「古
」の
愁康
のイメージ
と重ね
合わされて、
すなわち愁康
を媒
介
とした
自己
の仮
託と
して詠じられてい
るのである。
また
終聯
に於いて「世無
鍾子
期」
と
鍾子期の
様な
知音
の不
在、
すなわち「心
所圏
」という内
に秘められ
た感懐が
誰に
も理解されないことへの
歎きが
提示
される。
この「心所闊」は、
岱康
のイメージ
を媒
介
とした「幽
人」
の感懐であり、
それこそが「古意」
六首
の主題である。
こ
の感懐はどの
ような内実
をもって其二以下の
詩群
で詠出さ
れていくのであろうか。
王績は
隋
の燭
帝の
大業中に
揚州六
合縣
丞の
瞭
を辞してい
(11) る。
恐らくは前年に、
煽帝
の高
旬麗
遠征
に対抗して楊
玄 感
が挙兵し、
後に各
地で反乱が起こったことに起因するもの
であろう。『
編年校注』
が本
詩の
製作年を
大業十
（六
一四
）
年と指摘する
ように、「古意」
六首
には
その
ような状況に
あって
離職
し、
隠遁
せね
ばならぬ
境遇
に対する感懐
が表現
01賓
亀尺
二寸
賓亀
尺二寸
由来
宅深水
由来
深水
に
宅す
刀斧俄
見尋
10根株坐相失
裁為十二
管
吹作
雄雌律
されている。
そしてその
ような感懐を連作に
よって示さん
とした時、
そこにはある一
貫した
テー
マ
が自
ずと立ち現れ
てくる。
一貫
する
テー
マについて、
今場正美
氏は「
運命
に
対する懐
疑」と位置づけ、
其二以下で詠われる「竹
」 「
賓
饂 」
「松
」「桂
樹」がそれぞれ王績の分身であり、「
何者か
によ
って
切
られる」という
被害
者意識が
イメージ
されてい
るとする。
確か
に其二から其五
には斧
や
刀が繰り
返し詠出
されている。
刀斧
俄か
に尋ねられ
そぞろ
根株
坐に相い失う
裁た
れて十二の
管と
為り
吹かれて
雄雌
の律
を作す
〈 「
古意」
01竹
生大
夏深
竹は
大夏の
漢に生じ
蒼蒼宮奇
質
苔 蒼として
奇質に
富む
其―
-〉
(59) 
其一
、
其一
では
「竹」
「賓饂」
が断た
れ
、
「竹」
は笛と
な
13榮
蔭誠不厚
榮蔭
誠に厚か
ら
ず
斤斧亦勿傷
斤斧
も亦た僭なう勿し
〈「
古意」
其五〉
01桂
樹何蒼蒼
桂樹
何ぞ着
蒼た
る
秋来花更芳
秋来
りて
花更
に芳し
〈「
古意」
其四
〉
07何
時畏斤斧
何れ
の時にか
斤斧を
畏れ
ん
幾度純霜雪
幾度か霜
雪を純た
り
01籾
生北巖下
松北
巖の
下に生じ
由来人符絶
由来
人樫絶ゆ
漁人蓮往還
10網
筈相榮篇
一朝
失運會
剖腸血流死
漁人
遁い
に往還し
網苦
相い榮
謳す
一朝
にして
運の
會す
るを失い
剖腸
せられ
血流れ
て死す
〈「
古意」
其三〉
有用
雖自傷
無心復招疾
15不
如山上草
離離保終吉
り 、
「賓亀」
は卜
占
の道具と
して
用い
られる
。
その
一方
で
其四
、其
五では
「松」
も
「桂樹」
も 、
「斤斧」
によ
って
断
たれる
ことはない
。
この
相違
に
つい
ては其―
一で語り手
の態
度が
示され
ている
。
其二
は
「竹」
につ
いて
詠うも
ので
あり
、
この
「竹」
は
「大夏」
の漢
谷
に生え
、
その
薬や茎は青
と々
繁茂
し
、
第六旬
に
「鶉鸞食其賓
（鶉鸞其
の責を食らう
）」
とあるように
、
俗世か
ら断
絶さ
れたイメー
ジ
をも
っ
て詠じ
られ
ている
。
だがそ
のよ
うな竹は第
九旬
に
於い
て
「刀斧
」
によ
っ
て断
たれてしま
う。
そもそも
「大夏」
に生じた
竹は
何故断た
れる
のか。
それに
ついて
王績は以下
の様に述
べる
。
有用
自ら傷うと雖も
無心
復た疾を招く
如かず
山上
の草の
離離と
し
て終吉を保
つに
〈「
古意」
其―
-〉
ここ
でいう
「有用」
は 、
律を作
すと
いう
笛
としての
「有
用」
であ
って
、
「竹」
は
「有用」
である
が故に
、
第七
・八
旬に
於い
て
「寧知軒戟後
、
更有伶倫出
（寧
ぞ知らん軒
棘の
後に
、
更に伶
倫の
出づ
る有るを
）」
と詠
われる
ように
、
大
(60) 
夏ま
でやってきた
伶倫に
よって
伐
られてしまう。
社会から
離れ
た場
所に自生していた「竹
」は
、
社会的に「
有用」で
あるた
めに
社会
という構
造に
組み
込まれていくのである。
また、
其三
では
「賓
鑑 」
が「
網習
」に
捕らえられ、「
剖腸
血 流
死 」
する存
在として詠出されている。
「賓
饂
」
は卜占(12) 
の道具として「有用」
であるが
故に
断たれるのである。
「有
用」なるものが
断たれるということは
『荘
子』
等に
散見さ
れることではあるのだが、
王績は次旬で「
無心
復招疾
」と
、
「無
心」
であっても
「疾
を
招く」
とし、
否定
的に
捉えている。
この「
無心」
はどの様
な内実を
持つのであろうか。
「無
(13) 
心」の語は
『荘
子』
に
基づくものである。
竹 を
「無
心」
と
する
先行例
には、
庚信「
耶
竹杖賦」の
「汎
冥子遊於
巴山之
苓 、
取竹
於北陰
。
洪 姐 高
節、
寂歴無
心
（
汎冥
子巴山
の容
に
遊び、
竹 を
北除
に
取る。
洪姐
として高
節、
寂歴
として
無
心）
」がある。
「耶
竹 杖 賦 」
に於ける「
無心」は中が空
洞で
あるという竹の性質を示
しているに過ぎないのであるが、
「古意」其―
一に於
いては「
有用
」
の対立
概
念として解釈
せ
ねばならない。
すなわち、
其一
で
愁康
を想起させた語り手
は、
其二に於いてもその
イメージ
を継続して用い詠出して
いるのである。
実際に
岱康
は「家
誡
」に於いて「人無志、
非人也。
但君子用心所欲
準行。
自嘗量
其善者、
必擬
議
而後
動 。
……若夫
申肖
之長吟、
夷齊
之全潔
、
展季之執信、
蘇武
之守
節、
可謂
固尖
。
故以
無心守之、
安而
髄之、
若自然也、
乃是
守志之盛者可
耳（
人志
無くんば、
人に非
ざるなり。
但
だ君子のみ心を
準行
せんと欲する所
に用う。
自ら
常
に其の
善なる者を
量り、
必ず
擬議して後動くべし。
……夫の
申肯
の長吟、
夷齊
の全潔
、
展季の執信、
蘇武の守
節の若きは、
固し
と謂うべきなり。
故に
無心を以て之
を守り、
安じて之
を櫃
し、
自ずから然るが若きは、
乃ち是
れ志
を守るの器ん
なる者可なる み
）」
と述べ、「
無心」を以て自
己の志を守
ることが重
要で
あるとしている。
ここ
には
愁康
の社
会に対
する
態度が表明
されており、「古意
」其
二の「
無心
復招疾
」
には、「
無
心」を保ち志を守って
社会と対峙しつづけた
岱
康の
イメー
ジが反映されているのである。
ただ、「竹
」
のもつ「有用」
「無
心」という
両
側面
は、
ど
ちらも
社会と関
係 を
築い
ているという
点に於いては同
列で
ある。
すなわち
社会
的
栄
達としての
「有
用」
、
反社会
的態
度の らわれとしての「
無心」のいずれも、
社会という前
提の
上に
あるものであって、
王績は
それらを「自
傷 」
「招
疾 」
として、
あくまで否定
的に
捉えている。
そしてその
よ
うな「有用」
「無
心」
の地平を
超え
たものとして
終聯の「山
••••• 
上草
」が
示されるので る。
「山
上草
」は
あらかじめ
社会
(61) 
何時畏斤斧幾度
純霜雪
風驚西北
枝
10雹
損東
南節
不知歳
月久
梢覺條枝
折
から
切り
離さ
れた存
在で
あって、
王績は自
己の隠
遁の理想
を、
その
ような
孤
絶した
境涯
に
設定
しているのである。
その
ような「
山
上草
」の境涯
をよ
り具体的に示
している
のが其四の「
松 」
である。何れの時にか
斤斧
を
畏れん
幾度か
霜雪
を純
たり
風は
西北の
枝
を驚
かせ
雹は東南の
節
を損なう
知らず
歳月の
久しき
梢 ＜
覺ゆ
條 枝の折れたるを
〈 「
古意
」其
四〉
「北巖
」の
下に生
じた「
松」は「由
来人
径絶」
というあ
らかじめ
社会から
切
り
離さ
れた
場所に
存
在しており、
その
点に於いて
社会
との関
わり
をもつ「有用」
「無
心」の次
元
とは異なるものとして詠出されてい
る。
つまり「松」は、
社会的次
元
を空間的に
超え
ているのであって、
第七
旬「
何
01松
生北巖
下
松
北巖
の下に生じ
由来
人符
絶
由来
人樫
絶ゆ
01桂
樹何蒼蒼
秋来
花更
芳
桂 樹秋来
りて
何ぞ
蒼蒼
たる
花更
に芳し
時畏
斤斧
」はそのこと
を明確
に指し示している。
また
第十
三句以
降、「
藤羅
上下
悴、
枝幹縦横裂
。
行常凜爛壷
、
坐共
灰 塵滅
（藤耀
上下に
砕け、
枝幹
縦 横に
裂く。
行く
ゆく
嘗に
康爛して
證くべく、
坐して
灰塵と
共に滅
びん
）」と詠い、
何年も経て
ようやく
枝や
幹
が
朽ち
果て
ていく様が詠われる。
空間的に
断絶された「松」は、
歳月の流れに
よって
朽
廃し
ていき、
むしろそうなるこ
とに
よって
社会的次
元に時間的
に超
克
するのである。
その
ような
境涯
は第
十七・十
八旬に
於いて
―寧
閣匠石顧
‘
i 豆為王
孫折
（寧
ぞ匠石
の顧
に
闊らわ
ん、
豊に
王
孫の折るところと
為らん
）」
と詠うことに
よっ
て確認されて く。
「松
」は
、
社会的次
元
を空間・時
間的
に超
えることに
よ
って「有用」
「無
心」の次
元に
ある「
匠
石 卿 」から完
全に
切り
離さ
れるのである。
すなわち其四に
詠われる「
松」は、
其二で
設定した、「不
如山
上草
、
離離
保終
吉
」という自
己の隠
遁の理想
を具体的に
示しているの
である。
其五
でも「
斤斧
」に
切ら
れることのない「
桂 樹 」
が詠わ
れる。
(62) 
11去
来雙鴻鵠
棲息雨鴛鴬榮蔭誠
不厚
斤斧亦勿傷 自言
歳寒
性
不知露
典霜
05幽
人重
其徳
徒植臨前
堂
自ら言う
歳寒の性ありて
知らず
露と
霜とを
幽人
其の
徳
を重んじ
徒し
植えて
前堂
に臨ましむ
去来す
雙鴻鵠
棲息す
雨鴛鴬
榮蔭
誠に
厚からず
斤斧も
亦た
傷なう
勿し(15) 
青々
と
茂
る
桂 樹は
秋になって花開く。
そしてその
桂 樹は
(16) 
「歳
寒
性」を
持つもので
あって、「
幽
人」はそれを重んじて
庭に
移し
植え
るのである。
この樹
を移し
植えるという
イメ
ージ
は
『荘子』
逍箔遊の
「恵
子謂
荘子曰、
吾 有
大樹、
人謂
之樗
゜
其大
本擁
腫
而不中
縄墨゜
其小
枝巻曲
而不中
規矩
。
立
之塗
、
匠者
不顧
。
……
（荘
子曰
）
今子
有
大樹、
患其
無用。
何不樹 於
無何
有之
郷・ 廣 莫之野、
紡佳
乎無
為其側、
逍遥
乎寝
臥
其下。
不夭
斤斧、
物無
害
者。
無所可用、
安所
困苦
哉
（恵
子荘子
に謂いて曰く、
吾に
大樹
有り、
人之を
樗と謂う。
あた
其の
大本は
擁腫
して
縄墨
に中らず。
其の小
枝
は巻
曲
して
規
〈 「
古意」其五〉
矩に
中わず。
之を
塗に立つるも、
匠者
顧りみず。
……
（旺
子曰く
）
今子に
大樹
有りて、
其の
無用を
患う。
何ぞ之を
無
何有
の郷
·廣奥
の野に樹え、
侑裡
乎として其の側に
無為
に
し、
逍遥乎
として其の下に
寝臥
せざ
る。
斤斧に
夭
せられず、
物も害
する者
無し。
用うべき所無きも、
安ぞ
困苦する所あ
らんやと
）」に
基づくものである。
これに依れ
ば「
樗
」はもともと「
無用」のものであるの
だが、「
無何
有之
郷·廣
葵之野」
に移
し
植えられることに
よって、
斤斧
から完全に
脱することが可能となるのである。
其五
の「
桂 樹
」も「
歳寒
性」とい
う有
徳たるものであると
同時に、「
榮蔭誠
不
厚」
と詠われる
様に、「
無用」なもので
ある。
だからこそ語り手
である「
幽
人」は「
桂 樹 」を
前堂
に移
し
植え、「
斤斧亦勿傷
」と述べるのであって、「無用」
であった「
桂 樹 」
は、「
幽人」
によ
って
移
し
替えられるこ
とに
よって、「
樗 」
や其四の「
松
」の境涯
に至るのである。
其一
では「
山
上草
」と
いう
社会
から
元来
切り
離された所
にある自
己の
（理想としての
）脱
俗 を
示し、
其三
では「
賓
饂 」
が「有用」
であるが
故に
殺さ
れ、
其四に於いては「
松 」
の時間・空間的な
社会との
断絶を詠う。
其五
では「無用」
な「
桂 樹 」
が
「幽人」の手に
よって移
し植
えられ、
斤斧か
らの完
全な
脱却
が提
示されていた。
其二から其五まで一
貫
(63) 
時天下
胤、
藩 部
法厳
、
屡被勘劾
。
君歎日
、
羅網高
懸、
去
する
テー
マは「
有用」たるものが
切
断されるということで
あったが、
この
イメージ
は一
体
何に起因するのであろうか。
先に述べた様に、
本
詩には意
図せず
離職
を迫
られる
境遇
に
対する感懐が
底 流
している。
その
ような感懐を示さんとし
たとき、
彼は
詩作の中で
「 有
用」
が
断たれて
社会
へと
組み
込まれていくことを其二以
降連
続して用い、「
幽
人」に
仮
託してその
よう
なイメー
ジと対
峙していく。
自己
が有用で
あるが
故に
社会に
組み
込まれていたのだという、
いわば自
負としての「
有用」が其二以下の詩作に
よって獲得され、
その結
果として自
己が
より明確
化されていくのである。
以上の
ように其五までは、
大部分が
『荘子』を典
故とし
ながら、
語り手の
仮託
としての「
幽
人」を
媒介として
展 開
していた。
その
ように詠じられた「古意
」の詩
的世界
は其
六に於いてどの
ように集
約するのか。
王績が
大業中に
職
を辞したことは
先に述
べた通りである。
王績と莫逆の契りを交わしたという
呂オ
はその際のことを
以下の
ように述べる。
胃゜
遂出所受
俸錢、
積子縣城門
前、
託以
風疾
、
軽舟夜
遁（
時
に天下
胤れ、
藩 部
法厳
しく、
屡しば
勘劾
せらる。
君
歎きて曰く、
羅網高く
懸かる、
去らん
とて
将た
安この所ぞ
と。
遂に受くる所の
俸錢
を出だし、
縣城
の
門前に
積み、
託
するに
風疾
を以てし、
軽舟
にて夜遁
る
）
王績が
帰 隠
の際に発し
たとされる
「
羅網
高懸
、
去将安
所」という言葉は
『後漢書』
逸民博
の「
（張
）升
日、
吾聞
趙殺
鳴犠
、
仲尼
臨河
而反。
覆巣娼淵
、
龍・鳳
逝而不至。
…
老父
趨而過之、
植其杖、
太息言曰、
旺 、
二大
夫何泣
之悲
也。
夫龍
不隠
鱗
、
鳳不
蔵
羽゜
網羅
高
縣 、
去将安
所
（升
日
く、
吾
かえ
聞くに
趙の
鳴憤
を殺
すや、
仲尼
は河
に
臨みて反る。
巣 を
覆
し淵
を娼
くせば、
寵・鳳
は
逝って
至らずと。
…老
父趨
りて
之を過ぎ、
其の
杖
を植
て、
太息して言いて
日く、
叶 、
二大
夫何
ぞ
泣く
ことの
悲しきや。
夫れ
龍
は鱗
を隠
さず、
鳳は利
かい
ず
を蔵
さず。
羅網
高く
縣かる、
去らんとて
将た
安この所ぞ
）」
によ
った言葉である。『後漢書』
によ
れば、
龍や鳳
は己
の
オ を
隠すことがないた
め、
天に
掛
かった
網羅
から
逃れるこ
とができないのである。
王績がこれに
よって「
羅網
高懸
、
去将
安所」と述べる いうことは、
天下の
乱れに
よって
離
瞳 せ
ねばならぬ
境遇
に於いては、
どこにも
逃れることがで
(64) 
彩 欲
将蹄
提羅
出郊
訪
羅張
大澤
已
鳳入
重雲
蝿
05朝
棲毘閻木
夕飲蓬壺派問鳳
那遠 飛
賢君
坐相
望
鳳言
何深
徳
10微
禽安
足尚
但使雛卵全無令
短檄放
皇臣力
牧奉
帝築
箭詔暢
15自有
来巣時
明年
阿閣
上
〈 「
古意
」其六
〉
きないという、
社会に対する
閉塞
感が確
かに存
在していた
ということである。
其六
では飛
翔する
「鳳
」と、
閉塞
感を
もたらす「
羅 」
が詠出されている。
彩 鳳
照に
婦らんと欲し
羅 を
提げて
郊 を
出でて
訪う
羅大
澤に張りて已み
鳳重
雲
に入りて
闊る
朝に
真閻の
木に
棲み
タに
蓬壺の
派に
飲む
鳳に
問う
那ぞ
遠く
飛ばんや
賢君
坐して相い
望むと
鳳百う
何ぞ
深徳
あらん
微禽
安んぞ尚ぶに
足ら
んや
但だ
雛卵
をして
全からしめ
贈檄
をして
放たしむる
こと
無かれと
皇臣
力牧
畢げいた
帝築
箇詔暢
る
自ずから
有り
来巣の時
明年
阿閣の上
其六
に於ける「鳳
」も、
「 竹
」や
「松
」の
ように
社会に
よって
捕らえ
られんとする存
在と
して詠出される。
飛翔
せ
んとするものを「
羅 」
が
妨げるという表現は
魏晋期、
特に
(18) 
岱康の詩中に多く詠じられており、
ここにもやはり
愁康
の
イメー
ジが反映されているのである。
しかし、
「古意」
其
六に於いて
「鳳
」は
、「
羅」に
捕ら
われることなく高く飛
翔し
ていく。
つまり「
羅網
高懸
、
去
将安所」という現実の
社会に対する
閉塞
感を、
詩作という行為に
よって
突破して
いるのである。
その意味に於いて「鳳
」は、「有用」
「無
心」
を超
えた、
其二の「山上
草
」や
其
四の「
松 」
と同
等の次
元
に存
在し
ているのではあるが、
その上で「皇臣力
牧奉
、
帝
槃筒詔暢
」と
、
治世が行
われたのであれば「自有
来巣
時、
明年
阿閣
上」と
朝廷
に
戻る
としている。
この
一見矛
盾
する
かに見える
態度こそ、「古意」
六首
という連作の
詩作に
よ
って獲得された視
座で
ある。
「 古意」
六首
には、「有用」なるものが
断たれるというこ
とが
繰り
返し詠じられていた。
それは
社会
の
乱れに
よって
隠遁
せざ
るを
得ない状況に対する感懐が起因となっている
ことは
先に述
べた通りである。
そしてその感懐を連作とし
て詠ずることに
よって、
自
己が「
有用」であるため
に社
会
(65) 
其一
は自
己と
愁康
とを
重
ねあわせて詠出し、
其二に於い
ては「
無心
復招疾
」と
岱康
の生き方すら
否定
的に
捉えてい
た。
また其
六に於いても飛
翔と「
羅 」
という
岱康
を想起さ
せる表
現が用いられていることも
指摘した。
以上の点から、
「古意
」の
「古」
の
視
座が
愁康
に
向いていることが明らか
となった。
社会の
趨勢に
巻き込
まれ
離識
せね
ばならぬ
結
に組
み込まれていたのだという、
自負
としての「
有用
」が
確認されていく。
だがその自
負は現実次
元の
社会
の大乱
に
よって常に
打ち
砕かれる。
その時に王績は詩文の中で、
自
慰としての「
山上
草 」
という、
完全
に
社会と
切り
離さ
れた
意境
を設
定す
るのである。
がしかし、
結局
詩作に
よる自
慰
では
満たされない
現実的な問題があった。
その
満たされな
い仕
官の
望みの生
し々さ1
現実とのぶつかりかたのきわ
どさーが其六の「鳳
」に
託されて示
されていたのである。
そしてそれは、「山上草」という
境地ではなく、
かといっ
て社
会
に
人り込
むのでも
ない。
身は
隠逸者としてありなが
らも、
社会への関
心が棄てきれない、
その
ような対
社会
的
視座
を持
つ自
己が詩作行為の
中で明確
化されていくのであ
る。
現実からはじかれた
境遇にあって、
王績はその感懐の
解決
を詩作の中に
求め
た。
その中でも特に
拠り所としたの
は「古
」の
愁康
の対
社会
的な
態度であった。
ただ、
王績の
「古意」詩は、
「擬古」
詩の
ように古の
視点を獲得、
あるい
は対
峙するに
留まるのではなく、「古」
の愁
康
の生き
方を
すら「
無心
復招疾
」として
否定
的に
捉え、
その
先の次
元、
．．．．． 
すなわち「山上
草 」
というあらかじめ
孤絶した
境涯
を設
定
する。
がしかし、
その一方には現実的問題として、
王氏一
族た
る自
己の、
仕 官
に対する
衿持
が存
在していた。
「古意」
詩に於いて「
有用」なものが
社会
へと
組み
込まれていくこ
とが其
二以
後連続して用いられているのは、
自己
が
社会的
⑮
に「有用」であるという自
負を獲得
していく過程であった。
その
ような自
負に
よって明確化されて
いく自
己は其六に於
いて「
羅
」に
捕ら
われることのない「
鳳」
として詠出され
ていた。
その「鳳
」は
、「
山
上草
」と
いう
境
地に
埋没するのでも
なく、「
有用
」と
して
社会
に入り込むのでもない。
社会と
断絶した次
元にありながらも、
社会への関
心が棄てきれな
いのである。
それは其
三
の「
賓維
」の
様
に、
悲劇的な結末
に至ることを
知りながらも、
社会への
積極的な関
わり
自負
としての
「 有
用」
に
裏付けされた対
社会
的視点
に
執着している
、
ということである。
そのよ
うな自
己こ
そが
「古
意」六
首と
いう連作によって獲得されてい
くも
のであ
った。
注
(l)
『唐詩』
（中国古典文学基
本知識叢書、
上海
古籍出版
社、
一九
七九
）
(2)
「答潟子華虞士書
」。
な
お本
論文
中に引用す
る
王績詩文に
つい
ては
、
韓理洲校貼
『王
無功文集
五巻
本會校』
（上海古
籍出版社、
一九
八七）
を底
本と
した。
(3)
「晩年叙志
示租
虚士
正師
」
(4)
王績に
つい
て高木重俊氏は
「寒郷
の春
ー王
績の
文
学」
（『
人文論究』
第五十号
、
一九
九0)
中で
、
「隠者
王績の胸
中には
、
繁華
へ
の未
練と、
それ
に関わ
り得な
い不
遇の思い
がひ
っ
そりと
横たわ
って
いた
」
と述べ、
また
「太平
の世に
疎外
され隠
士たら
ざる
を得な
い現
実に対し
ては
、
屈折
した
思い
があ
った
で
あろう
」
とする
。
本稿
の目
指す所は、
その
ような視
座が詩
作
によ
って
ど
のように
確認さ
れ、
また連
作
とい
う
行為
によ
っ
て如
何にし
て自己が深
化され
、
獲得
され
ていくの
かという
点を明ら
かにする
こと
である
。
(5)
六朝期
の
「古意」
詩に
つい
て言
及した論
文は住
吉孝之
「六朝
期にお
ける
「古意」
詩の
成立
と
婁容」
（『
中国文学研
究』
32、
二00
六）
があり
、
唐代
の
「古意」
詩に
ついて
は
中野将
・
吉原英夫
「「
古意詩」
について
その
特色
と文
学
史的位置」
（ 『東
京工業
高等専門学校研究報
告書』
20、
一九
八八
）
に言及
がある。
(6)
今場正美
「王績
「古意」
六首に
ついて
」
（「
学林」
第十
一
琥、
一九
八八
。
後に
『隠逸
と
文学』
（中国芸文研
究会、
二0
0
三）
に所
収）
(7)
『易経』
履に
「九
二、
履道坦坦、
幽人貞吉
。
象日
、
幽人
貞吉、
中不自胤也
（九
二、
道を履む
こと
坦坦
たり
、
幽人な
れば貞に
し
て吉
。
象に日く
、
幽人
なれ
ば貞に
して
吉とは
、
中に
し
て自ら乱れ
ざれ
ばなり
）」
とある
。
(8)
陶淵明
「命子」
には
「紛紛戦國、
漠漠衰周。
副隠於林、
幽 凡
在丘
（紛
紛た
る
戦國、
漢漠た
る
衰周。
鳳は林に
隠れ、
幽人
は丘
に在り）」
とあり
、
天下が荒廃
し道
無き
時には
「鳳」
は林深く
に隠れ
て現
れず、
「幽人」
も山林
へ
と隠
遁す
るとする
。
この
「幽人」
は、
『論語』
泰伯
の
「天下有道則見、
無道則隠
（天下に道
有れば則ち
見れ
、
道無ければ則ち隠
る）
」
と
いう
儒教的規範
にの
っとった
もの
である
。
なお
、
王績
「古意」
六首
中にも
其一
で
「幽人」
、
其六
で
「鳳」
が
対応
し
て詠
出
されて
いる
。
(9)
『世説新語』
雅量篇
に
「岱中散臨刑東市、
神氣不嬰
゜
索
琴弾之、
奏 廣 陵 散。
曲終曰、
哀孝尼嘗請學此
散。
吾斬固未
興。
廣陵散於今絶芙
（岱中散刑
に東市に臨み
、
神氣愛ぜず。
琴を索め
て之を弾
き、
廣陵散
を奏
す。
曲終り
て曰く
、
哀孝
(67) 
尼嘗
て此
の散を學
ばん
と請
う。
吾斬固
して
未だ典
えず。
廣
陵散今
に於
いて
絶えんと
）」と
ある
。
(10)
『太平御覧』
巻五百
七十九
の引く呉
均
『績
齊諧記
』
に「
女
子曰、
子識此贅否。
彦伯日、
所未曽聞。
女日、
此曲所謂
剣
明光者也。
唯裕叔夜能為此贅
（女
子日く
、
子此
の贅を識る
や否やと。
彦伯
日く
、
未だ曽
て聞
かざ
る所なりと
。
女日＜
、
此の
曲
所謂楚明光な
り。
唯だ
岱叔夜
能＜此
の聟を為す
）」
とある
。
(11)
『新唐書』
隠逸偉
「大業中、
奉孝悌廉緊、
授秘書省正
字。
不築在朝、
求為六合丞、
以嗜酒
不任事、
時天
下亦胤、
因劾、
遂解去
（大業中、
孝悌廉緊
に墾
げられ
、
秘書
省正字を授か
る。
朝に在る
を築まず
して
、
求め
て六合丞
と為り
、
以て酒
を嗜み
て任事せず
、
時に天
下亦た胤れ、
劾に因り
て
、
遂に
解き
て去る
）」
(12
)『
荘子
』
外物に
「君日、
漁何得。
劉日、
且之
網得白亀焉。
其回五尺
。
君日、
献若之龍。
亀至。
君再欲殺之、
再欲活之。
心疑卜之
日、
殺饂以卜吉。
乃剖維、
七十二
鑽而無遺英。
【余且
（人名）
】
（君
曰く
、
漁し
て何をか得た
ると。
酎え
て日く
、
且の
網白
亀を得た
り
。
其の園
五尺と。
君日く
、
若の
亀を戯ぜ
よ
と。
饂至
る。
君再び之
を殺さ
ん
と欲し
、
再び之を活か
さん
と欲
す。
心に疑い
て之を
卜して曰く
、
饂を殺し
て以
て卜す
れば吉なりと
。
乃ち饂を剖り
、
七十二鑽に
し
て遺笑無し
）」
とある
。
「古意」
其三
はこ
れに
基づ
く。
(13)
『荘子』
知北遊
に
「言未卒
、
醤鋏睡痣
。
被衣大悦
、
行歌
而去之
曰、
形若稿骸、
心若
死灰。
真其寅知、
不以故
自持。
媒媒晦晦、
無心而不可
興謀。
彼何人哉
（言未だ
卒らざ
るに
、
誓鋏睡麻す。
被衣大
いに
悦び、
行歌
して
之を去り
て曰く
、
形は稿
骸
の
若く、
心は死
灰
の若し
。
其の
賓知
を真に
して
、
故を以
て自ら持せず
。
媒媒晦晦、
無心
にし
て興に謀る
べか
らず。
彼何
人やと
）」と
ある
。
(14)
「匠石顧
」
は
『荘子』
人間世に
「匠石之齊
、
至於
曲轄
、
見榛社樹。
……観
者如市。
匠伯不顧
、
遂行不畷
。
弟子厭観
之、
走及匠石日、
自吾執斧斤
以随夫子
、
未嘗見材如此其美
也。
先生
不肯視、
行不轍
、
何邪。
日、
已尖。
勿言之芙
。
散
木也。
以為舟則汎、
以為棺椰則
速腐、
以為器則速毀、
以為
門戸則液構、
以為柱則猛。
是不材之
木也、
無所可用、
故能
若是之壽
（匠石齊
に之き
、
曲棘
に至り
、
榛社
の樹を見る
。
……
観る者
市
の如し。
匠伯顧
みず、
遂に行き
て綴
めず。
弟
子之
を厭 し、
走りて匠石に及
び
て日く
、
吾れ斧斤を執り
て以
て夫子に
随いしより
、
未だ嘗
て材の此
の如く其
の美な
るを見
ざるなり
。
先生肯え
て視
ず、
行き
て綴
めず、
何ぞ
や
と。
曰く
、
已めよ。
之を
言う
こ
と勿かれ。
散木
なり
。
以て
舟を
為れば則ち況み
、
以
て棺椰を
為れば
則ち速や
かに
腐り、
以て器
を為れば則ち速や
かに
毀れ、
以て門
戸を
為れば則ち
液楠し、
以て
柱を為れば
則ち嚢あ
り
。
是れ不
材の
木なり
、
用う
べ
き所無し、
故に能＜是
の若く之れ壽な
りと
）」と
あ
るのに
基づ
くも
の
である
。
(15)
其五
の第三句
「自言歳寒性」
は三
巻本
によ
った
もので
あ
(68) 
り、
底本と
した五
巻本
では
国 屈
狐歳寒性」
に作る。
其四で
は「
松」
について
晶国
司生
得地
」と
あり
、
其六
では
面 コ
i
何深徳」
とある
ように
、
「古意」
六首に
於い
ては
「斤斧」
から
逃れた存
在
が自
ら語ると
いうこと
が
一
貫し
ている
。
ま
た、
王績
には
「春桂間答」
と題され
た詩が存在し、
語り手と
桂樹と
の対話
が詠われ
ているこ
とから
、
ここで
は三巻
本の
「自百歳寒性」
に従
っ
た。
なお
、
三巻本と
五巻本と
の関係に
つ
いて
は張
錫厚
「闊於
《王績集》
的流側典五巻本的登現」
（「
中
国古典文学論叢」
人民文学出版社、
一九
八四
）
に詳し
い。
(16)
『論語』
子竿に
「子日、
歳寒、
然後知松柏之後彫也
（子曰
く、
しぼ
歳寒く
して
、
然る後に松
柏の彫
むに
後る
こ
とを知る
）」
とある
。
(17)
呂オ
「東皐子集序」
。
なお
、
『新唐書』
隠逸傭
では
「歎日」
以下を
＿網
羅在天、
吾且安之
（網羅
天に在り
、
吾且
く安にか
之かん
）」
に作る。
(18)
愁康詩
中に見え
る飛翔と網羅に
つい
ては
、
巽膳宏
「愁康
の飛
翔」
（『
中国
文学報』
一六
、
1962
。
後に
『乱世
を生
きる
詩人た
ちー六朝詩人論
ー』
研文出版、
―1
00
一
に所
収）
に詳細な論
究が
ある
。
興膳氏は
その
中で
「五
言贈秀才詩」
の＿
雲網塞
四厘、
高羅正参差
c
奮迅勢
不便、
六翻
無
所施。
隠姿就
長線、
卒為
時所覇
。
軍雄翻獨逝、
哀吟傷生
離
（傍線
部箪者補う。
以下同じ）
」、
なら
びに
「述
志詩二首
其一
」
の
＿焦
鵬振六吼
、
羅者
安所覇。
浮遊太消中
、
更求新相知
。
比
翼翔雲漠、
飲露餐遵枝」
等の
詩を取り
上げ、
「隻鷺
の飛
翔
にみ
られ
る園外に遊ぼ
うとす
る志向は、
人間
の悪意か
ら逃
避しようと
する志
向と常にう
らは で
あり
、
網羅
のイメー
ジに
は人間
の悪意
へ
の深
刻な恐れが籠
めら
れてい
るようで
ある
。
高翔する精神と、
それを
遮ろうとする
網羅
ーこ
の唆
想上
の二
重構
造は、
愁康
の詩
にお
いて
し
ばし
ば指
摘
する
こ
とができる
」
(1
0四
頁）
とする
。
（筑波大学大学院）
(69) 
